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1. テクニカルインフォメーション 

1.1 大会 

本大会は IJFにより承認された大会であり、ウズベキスタン柔道連盟が主催する。 

 

1.2 日程： 2011年 10月 6日～9日 

 

1.3 会場： “JAR”venue hall 

Shayhontakhur region, Beruni str.,Uzbekistan,Tashkent 

 

1.4 参加資格 

本大会への参加資格として、参加者個人は以下のすべての条件を満たしていなければ

ならない。 

(1) 個人戦に参加する選手は、最低年齢 30歳、1981年以前生まれ 

(2) 現在 IJFに加盟している連盟により発行された、有効なライセンス（メンバー登 

録）を保持していること 

(3) 本文書で定められている締切日までに、適切なエントリー料金を支払うこと 

(4) 登録時に、正しく登録（チェックイン）を行うこと（日時スケジュールを参照） 

(5) 有効なパスポート、もしくは国の ID カードを使って、写真付の身分証明書を提

示すること 

 

1.5.1 国籍 

 身分証明は、パスポートの提示、もしくは選手がエントリーされた国から発行された

IDカードをもって確立され、各選手には IJFからアクレディテーションカードが発行

される。もしもある選手が二つ以上の国籍を持つ場合、その選手は一つの国だけを代

表することができ、その後 1年間は他の国を代表することはできない。関係する二つ

の国の連盟が望む場合は、IJF スポーツ運営規定(SOR)に従って、その期間を短くす

る、またはなくすことを IJFに申し出ることができる。 

 

1.5.2 保険 

 選手及びチーム役員は、事故や健康保険、民事責任などの責任を、参加者自身で持た



なければならない。参加者は、個人的に特定の保険、もしくは旅行保険に加入してい

ること、（その保険が柔道の大会に参加することを対象外としていないこと）、もしく

は自国の連盟が掛ける保険に加入していること。IJFおよび大会主催者は、病気、怪

我、死亡に対する一切の責任を負わない。 

 

1.6 年齢と試合時間 

1.6.1 個人戦（年齢、階級区分） 

年齢区分 誕生年 試合時間（分） 女子 男子 

30 – 34 1981 – 1977 3 F1 M1 

35 – 39 1976 – 1972 3 F2 M2 

40 – 44 1971 – 1967 3 F3 M3 

45 – 49 1966 – 1962 3 F4 M4 

50 – 54 1961 – 1957 3 F5 M5 

55 – 59 1956 – 1952 3 F6 M6 

60 – 64 1951 – 1947 2.5 F7 M7 

65 – 69 1946 – 1942 2.5 F8 M8 

70 – 74 1941 – 1937 2.5 F9 M9 

75 – 79 1936 – 1932 2.5 F10 M10 

80 – 84 1931 – 1927 2.5 F11 M11 

85 – Over 1926- 2.5 F12 M12 

 

階級  女子： -48kg; -52kg; -57kg; -63kg; -70kg; -78kg; +78kg 

男子： -60kg; -66kg; -73kg; -81kg; -90kg; -100kg; +100kg 

参加者が十分にいない階級に関しては、主催者が近くの階級を合併することが出来る。 

 

個人戦無差別（男女、年齢区分のみ） 

 

1.6.2 男子団体戦 

男子：5人戦、もしくは 3人制とする。チーム構成は以下の通り。 

TM1(30歳-39歳)－5人制 

TM2(40歳-49歳)－5人制 

TM3(50歳-59歳)－5人制 

TM4 (60歳以上)－3人制 

(1) 上位年代は若年の年齢区分で試合することが出来る。 

(2) 団体戦のオーダーは先鋒より若年順とする。 

(3) 男子の団体戦は、全て 2 分 30 秒とする。 



 

1.6.3 女子団体戦 

女子：3人戦とし、チーム構成はオープン（年齢、体重の制限なし） 

(1) 団体戦のオーダーは、先鋒より若年順とする。 

(2) 女子の団体戦は、全て 2 分 30 秒とする。 

 

1.7 個人戦の大会ルール 

1.7.1 個人戦の計量 

 (1) 計量は、開催される階級の前日と当日に行う。各日の計量時間については、プロ 

グラムを参照のこと。 

(2) 公式計量の際、各選手は、登録時に発行されたアクレディテーションカードを提

示すること。 

(3) 計量時間が過ぎた後に、計量場所に到着した選手は大会に参加できない。 

 

1.7.2ゴールデンスコアのルール 

(1) 60歳未満の年齢別階級については、ゴールデンスコアが適用される。(F1/M1から  

F6/M6). ゴールデンスコアの時間は2分。 

(2) 60歳以上の年齢別階級（F7/M7～F6/M6）については、ゴールデンスコアを採用

せず旗判定とする。 

 

1.7.3 抽選 

 抽選は、2011年 10月 6日(木)～7日(金)に行われる。抽選後の変更は不可。 

 

1.8団体戦の大会ルール 

1.8.1 登録 

(1) 団体戦に関するエントリー（人数、氏名）は、2011 年 9 月 1 日(木)までに全日

本柔道連盟に通知すること。 

(2) 登録の際、すべてのチームメンバーと補欠選手のフルネームと適切な体重階級が

提出されなければならない。 

(3) 本大会では、各選手は 1つのチームにおいてのみ試合をすることができる。すべ

てのチームメンバーと補欠選手は、同じ国籍でなければならない。 

 

1.8.2 団体戦 

(1) 男子団体戦は 1チーム 5名から構成される（1.6.2参照）。チームは最低 3名以上

で構成されていること。 

(2) 各試合の前にオーダー用紙を提出すること(変更があれば、その旨を記入するこ



と) 

(3) 各チームは、チームキャプテン、マネージャー、もしくはコーチを指名し、試合 

の間、そのチームをまとめ、大会係員と協力することが求められる。また、その 

者は、チームのエントリーを正確に作成し、登録の際に提出、また、各試合の前 

に審判員に提出する責任を負う。 

 

1.8.3 団体戦大会方式 

団体戦は、トーナメント戦とし、敗者復活は行わない。 

 

1.8.4 団体戦計量 

 団体戦では、年齢階級での区別のみのため（体重階級がない）、計量を行わない。 

 

1.8.5 抽選 

 団体戦の抽選は 10月 8日(土)に行われる。ひとつの連盟より、2チーム以上のエント

リーがあった場合、抽選時に可能な限り分ける。 

 

1.8.6 大会結果 

(1)（団体戦の）試合は勝利数によって決する。 

(2) 試合が終わり、両者間に有効ポイント以上の違いがない場合には、「引き分け」 

とする。 

(3) もしもある選手が、団体戦の開始の際に、畳の上で正式な礼をして臨んだにも関

わらず、（チームの勝敗が決した時点で）自身の試合を辞退した場合には、その日

一日試合をする権利を失う。 

 

1.9 柔道衣 

青と白柔道衣(メーカーの指定は特になし。) 

 

1.10 女子選手のための特別ルール 

女子選手は透けない白の Tシャツを着用しなければならない。ブラジャーは硬い金具

がついていないものを着用のこと。長い髪はゴムで結ぶこと。化粧や宝石類を身に着

けることは禁止。爪は短く切ってあること。 

 

1.11 アンチドーピング・コントロール 

大会主催者は、厳格なアンチドーピングポリシーを持っているが、本大会においてア

ンチドーピング・コントロールは行わない。 

 



1.12 エントリー料金 

各国連盟、もしくは参加者個人は、以下のエントリー料金を支払わなければならない。 

金額：1人100ユーロ  

この料金には「個人（階級別）」「個人無差別」「団体戦」のエントリー料金が

含まれる。 

 

1.14 エントリーと登録に関する情報 

別添の専用用紙を使用すること。個人戦と団体戦のエントリーは、各国連盟から提

出されなければならないが、場合によっては手配が困難な場合にはクラブや個人か

らのエントリーも受け付ける。 

すべての参加選手は、登録のための部屋に行き、到着したことが確認されなければ

ならない。また、ここで、支払い、計量カード、情報、免責の書類へのサイン、団

体戦のエントリー用紙、アクレディテーションなど、管理上必要な手続きを行う。 

 

1.15 大会スケジュール 

 (1) 添付ファイルの「PROGRAM」を参照。 

注意：すべてのメダル受賞者は、表彰式に参加する際、白の柔道衣を着用すること。 

トラックスーツなどの着用は認められない。  

(2) 表彰台の上で国旗を持つことはできない。たくさんの表彰式が行われるが、大会 

全体のタイムスケジュールが遅れないように、それぞれの表彰式は短時間で終え

られなければならない。 

(3) すべての参加選手は、暫定的な試合時間の最低 45 分前には、試合に出る準備が

できていること。 

 

2. ビザ  

    ウズベキスタンに入国するにあたりビザが必要な国は、http://evisa.mfa.uz/にてフ

ォームに必要事項を記入し、artem.judo@mail.ruに出来るだけ早く送ること。(遅

くても 2011年 9月 15日まで) 

 

3. 輸送 

  大会組織委員会は、タシケント国際空港～公式ホテル間の到着時・帰国時の輸送を 

  提供する。大会期間中は、会場～ホテル間の定められた時間とスケジュールにて輸 

  送を提供する。 

  

4. 一般情報 

ウズベキスタン柔道連盟 



住所：Furkat 1,Tashkent city,Uzbekistan 

 

5. 公式ホテル 

   ウズベキスタンホテル:Amir Temur str., Tashkent, Uzbekistan 

   ル グランドプラザ Amir Temur str., Tashkent, Uzbekistan 

 

全ての料金は 1人 1泊(朝食付き)の料金。 

公式ホテル シングルルーム ツインルーム 

Uzbekistan Hotel 120米ドル 80米ドル 

Le Grand Plaza 120米ドル 80米ドル 

全ての支払いは登録時に現金で行うこと。 

 


